
C
O
N
T
E
N
T
S

●総括・展望

●社会受容

●他業界の取組み

●インフラ整備

●時代要請

発行日（発行月1日）より特集記事の抄録をスマートフォンでご覧いただけます▶
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　自動運転技術において最も重
要だと考えた，「ヒトとクルマの共
生」をシンプルなイラストで表現
した．近い将来，クルマはヒトに
とって共に社会を築く仲間になる
だろう．

林田拓也（トヨタ自動車）

表紙のコメント

安全のための人と機械の役割
　自動車，航空，鉄道，船舶の分野を対象として，安全のための人
と機械の役割，協調の考え方や技術的な取り組みについて紹介
する

乞うご期待！！
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